
交 流 会 10:30〜12:00
現地視察 13:00〜14:00

参加対象

定員

10:30~10:35 開会

10:35~10:50
事例発表 ：県内モデル地区
① 加茂谷RMO推進協議会
② 赤松地区農村RMO推進協議会

10:50~11:20 事例発表：県外事例
「NPO法人みんなの集落研究所」

11:20~12:00 パネルディスカッション

12:00~ 昼食

第2部　現地視察

13:00~14:00 現地視察（阿南市加茂谷地区）

14:00 解散

住所：阿南市加茂町野上22-11
加茂谷公民館

令和7年

金2 14月 日
開場 10 : 1 5

会場

交流会・現地視察の申し込みは下記のWEBフォームまたは
メール・FAX・郵送（裏面申込書）にてお申込みください。

農村RMOの形成に取り組む関係者や
興味のある方、県・市町村職員、地
域づくり等関係者、ＪＡ職員、土地
改良区、社会福祉協議会、公民館関
係者、集落協定代表者　など

申込締切:
令和7年

金2 7月 日

Webフォーム：https://forms.gle/XR6xio7xPTChX1cE9お申込み

令和6年度 徳島県

プログラム

昼食をご希望の方は参加申込の際にお申し込みください。昼食代は税込
2,000円です。当日、現地でのお支払いとなります。
 雨天時も現地視察は開催いたします。雨天時は、雨具や濡れてもよい服
装をご準備ください。

参加費

無料
事前申込制

令和6年度「農村型地域運営組織（農村RMO）形成伴走支援業務」

 　農村 RMO の活動に取り組んでいる方々や興味をお持ちの方々に向けて、
農村 RMOの普及啓発と知見の向上を図るため、農村 RMO交流会＆意見交換会を開催します。

30名

交流会＆現地視察
農村RMO

※昼食実費

昼食会場：CAFE  BOSCOBEL（カフェ ボスコベル）
※事前申込制：税込2,000円/人   現地支払

第1部　交流会

Webフォーム
メール・FAX・郵便での申し込み方法の詳細は裏面へ➡

https://forms.gle/4AiBTmZHSNY37zKQ9


参加プログラム
※参加するものに✓してください。 交流会のみ 交流会＋現地視察

電話番号
（緊急連絡先）

ご住所

参加者名 ご所属

昼食 予約 ※昼食をご希望（予約）の方は✓してください。
※昼食代：2,000円/人（税込）現地 お支払い。

メールアドレス

参加プログラム
※参加するものに✓してください。 交流会のみ 交流会＋現地視察

電話番号
（緊急連絡先）

ご住所

参加者名 ご所属

昼食 予約 ※昼食をご希望（予約）の方は✓してください。
※昼食代：2,000円/人（税込）現地 お支払い。

メールアドレス

加茂谷RMO推進協議会（阿南市）
県内モデル地区①

赤松地区農村RMO推進協議会（美波町）
県内モデル地区②

赤松地区農村RMO推進協議会
会長

※FAX、郵便でのお申込みの方は下記の必要事項をご記入の上、申し込みください。
※メールでお申し込みの方は、下記の必要事項をメールに記載の上、申し込みください。申込書

送付先

【主催】徳島県農林水産部 農山漁村振興課　
【運営】令和6年度農村型地域運営組織（農村RMO）伴走支援業務 事務局（㈱レグリープ内）
    ＜お問い合わせ＞  MAIL: tokushima-nouson-rmo@regleap.co.jp ｜TEL：090-5918-8126（担当：谷）

事例発表

交流会第1部

現地視察第2部

パネルディスカッション

加茂谷RMO推進協議会
理事長
山下 和久 氏

「地域に求められる農村RMOの役割とその持続的な運営」
テーマ 事例発表者によるパネルディスカッションを行います。

＜モデレーター＞
株式会社レグリープ　ディレクター 谷   健太 氏

阿南市加茂谷地区 徳島県の農村RMOモデル地区である加茂谷地区で、多世代交流拠点としてのリノベ
ーション構想を進めている「旧加茂谷タクシー跡地」と、自主財源確保のための施
策が実施されている「すきとく市」共同集荷場の現場を見学します。

メール：tokushima-nouson-rmo@regleap.co.jp

FAX：050-3198-0849
郵送先：〒 963-8002 福島県郡山市駅前1丁目7-6 エリート28ビル1F

㈱レグリープ  （農村RMO事業事務局  宛）

※FAX、郵便方は、下記にご記入してお申し込みください。

※メールでお申し込みの方は、上記の必要事項をメール本文に記載の上、申し込みください。

片山 正敏 氏

みんなの集落研究所（岡山県）
県外事例

特定非営利活動法人
みんなの集落研究所 首席研究員
阿部 典子 氏


